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頭や顔に落下物などが当らないように守ります。

地震が起きても、ものが落ちてこない、たおれてこない、
動いてこないように、安全対策をしておくことも大切です。

大きなゆれが起きたら・・・

ゆれがおさまったら・・・

小さなゆれが起きたら・・・

起こりそうな危険

起こりそうな危険頭を守ることが
できるもの

頭を守ることが
できるもの

回避回避活用活用

姿勢を低くし、周りの
状況を把握する

命の守り方を判断する

机の足を、両手で
強く握って押さえよう。
まわりの様子も

大きな地震が起きると、机がたおれたり、動いたりしてしまう。
頭を守るために・・・

【注意】
突然、大きなゆれから
起こる地震（直下型）
もあります。
その場合は、直ちに
頭を守ります。

小学生・中学生用「地震が起きると、机（つくえ）は、どれく
らいゆれるの？（地震体験車）」（浜松市）1分14秒

中学生用「机（つくえ）で頭を守ろう！（地震体験車）」
（浜松市）49秒

https://www.youtube-nocookie.com/embed/BwXYMgqe9Ks?si=3pNgt1HBL9uK0FbR&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/Mi-O1NFeH2A?si=_pVGer5VvOZ055l3&rel=0


小学生・中学生用「廊下（ろうか）にいるときに地震が起き
たら、どうすればいいの？」（浜松市）58秒

小学生・中学生用「階段（かいだん）にいるときに地震が起
きたら、どうすればいいの？」（浜松市）41秒

https://www.youtube-nocookie.com/embed/Yok77R32i54?si=FtGEUQMWhMy-BU9x&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/2FyJpsA8TN4?si=GBbx13vUEwHVoQVA&rel=0




あなたの通学路には、どのような危険が予測されますか。

「緊急地震速報～その時どう動く？数秒間の心がまえ」
（政府広報オンライン）2分58秒

https://www.gov-online.go.jp/prg/prg24210.html


　中学生になると、行動範囲が広がり、浜松市内のいろいろなところへ行く機会が増えてきます。

　浜松市は広域のため、地域ごとに災害の特性が異なります。地域の災害特性を知り、いつ、
どこで自然災害が発生しても、命を守ることができるように備えておきましょう。

あなたが
住んでいる地域には、
どんな災害特性が
あるのかな

「津波から命を守るには？」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「集中豪雨から身を守ろう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180165_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180186_00000


河川の水位上昇により、避難情報が発令される。
【 警戒レベル3 】高齢者等避難
対象河川 : ●●川
発令時刻 : △時△△分
対象地区 : □□地区（♦♦町）

あなたが住んでいる地域にはどんな危険が予測されますか。

避難情報の発令の仕方を知り、災害に備える
　避難情報は、市民に避難等を呼びかけるために、浜松市から発令されます。
　災害の危険度により、５段階の「警戒レベル」に分けられています。

※津波の被害が発生したと
き、または発生するおそ
れがあるときには、サイレ
ンを鳴らして避難を呼び掛
けます。

◆とるべき行動情報の内容避難
情報

警戒
レベル

警
戒
レ
ベ
ル
⑤

緊
急
安
全
確
保

＜　警戒レベル④までに必ず避難！　＞

警戒レベル②　大雨・洪水・高潮注意報
◆災害が想定されている区域や避難先、避難経路を確認する。

警戒レベル①　早期注意情報
◆最新の防災気象情報等に留意するなど、災害への心構えを高める。

警
戒
レ
ベ
ル
④

避
難
指
示

警
戒
レ
ベ
ル
③

高
齢
者
等
避
難

◆過去の重大な災害の発生時に匹敵する状況で
す。暴風や河川の氾濫等が予想される場合は、
この段階までに避難を完了してください。

◆屋外が危険なときは、無理に遠くの避難所に
行かず、身近で安全な場所へ避難します。
避難する時間がないときは、自宅の２階など
できるだけ高い所へ移動し、命を守る行動を
とります。

危険な場所からの
避難が必要とされ
ることを示す情報

◆災害が想定されている区域等では、自治体から
の高齢者等避難の発令に留意するとともに、高
齢者以外の方もキキクル（危険度分布）等を用
いて避難の準備をしたり自ら避難の判断をした
りしてください。

高齢者等は危険な
場所からの避難が
必要とされること
を示す情報

◆何らかの災害がすでに発生している可能性が極
めて高い状況となっています。命の危険が迫っ
ているため、今いる場所よりも安全な場所へ直
ちに移動し、身の安全を確保してください。

災害が発生又は
切迫していること
を示す情報

「自分の町を知って台風に備えよう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「河川の氾濫に備えよう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「土砂災害から命を守ろう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180159_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180226_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180225_00000
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(1 年生 あなたなら、 どうしますか？〈生命の尊さ ・ 公徳心〉 J 
災害時、避難所にペットを連れていくか？いかないか？

静岡県西部で、震度7の大きな地震が発生。
中学3年生の良介の家は、津波が来たときの避難区域に含まれており、すぐに避

難勧告が出て、避難しなければならない状況となった。
テレビで見た、東日本大震災のあの恐ろしい津波の映像が思い出された。（荷物

とか、もうどうでもいいから、とにかく今は逃げなきゃ。）そんなことを慌てて考えて
いたその時、
「ワンワンワン！」
ジョンだ。

良介の家では、7年前から大型犬のジョンという
ペットを飼っている。良介もジョンと一緒に成長し、
よく可愛がってきた。

この状況で、置いていったら・・・。
でも、連れていったとしても・・・。

良介の家族は、 ジョンをどうすればいいのだろう？

あなたが、 良介だったら、 ペットを避難所に連れていきますか？

それとも、 連れていきませんか？

被災地の様子

避難所の様子

ー資料提供一平成27 • 28年度長泉町立北中学校作成「防災道徳資料」より

「防災道徳」授業を開発した静岡大学教育学部藤井基貴研究室監修

あなたなら、どうしますか？
〈学習のイメ ー ジ〉

はじめ に、
教材を読ん で、自分の意見をもち、その理由をワ ー クシ ー ト
に書きます。

次に、みんなで 意見を出し合います。
「そうか… 」「なるほど… 」と思ったことをメモします。

わたしはAの意見をもちました。
理由は・・・・・・・・・だからです。

なるほど！

ぼくはBの意見をもちました。
理由は・・・・・・・・・だからです。

最後に、最終的な意見をもち、 意見を伝え合います。

わたしは、意見は変わらなかったけれど友達の意見を聞いて、
さらに考えが深まりました。

考えの深まり・広がり

友達の意見を聞いて「そうか。」と思い、はじめと終わりの
意見が変わりました。新しい考えをもつことが でき、自分の
考えが広がりました。
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2年生 「もしも避難所生活を送ることになったら」社会参画

災害がおさまっても、自宅の倒壊等により 、自宅で生活を送ることができずに、一時的に

避難所で生活をすることもあります 。

―大規模災害が起きて避難所生活を送ることになったら、 どのようなことが起こりそ

うですか？

避難所生活の写真を見ながら考えてみましょう。

（過去の事例① あなたは何を感じますか？ ： 
「 16歳の語り部／雁部那由多さん」から 一部抜粋

あの日、 あのとき。 僕は、 小学5年生だった。 体育館で

体育の授業を受けていた。 学校に迫り来る津波を見た。

目の前で人が流されていった。 がれきの山に遺体を見た。

自宅はヘドロに埋もれていた。 行方不明の友だちは帰ってこ

なかった。僕たちは震災のことを口にしないように気をつけて、

何もなかったかのようにふるまった。 あれから5年。

僕は語り伝えたい。 あの日のことを、 自分自身の言葉で。

二度と悲しみが繰り返されることのないように。

＇ 読んでみましょう。

「避難所生活がはじまった」
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ポプラ社発行

おおまがり

大曲小学校の1階は完全に浸水。 体育館もまったく使いものになりませんでした。 小学

校に避難してきた人たちは校舎の2階と3階に分かれて、 真っ暗な中、 寒い夜を過ごしま

した。部屋の照明はつかないし、防寒具も手持ちのものだけです。教室にあったカセットデッ

キのラジオも、 電池が入っていなかったのでコンセントなしには使えませんでした。 外で何

が起こっているのかは、 まったくわからない状況でした。

「寒いなあ・・・。 お腹すいたなあ・・・。 これからどうしようか・・・。」

そんなことを思いながら、 午前2時ごろまで友人と起きていました。 教室のカー テンが敷

かれた床に横になりましたが、 床はかたくて冷たくて、 体も痛い。 でも疲労感からか、 不思

議とすぐ眠りにつくことができました。

翌日になって波は引きはじめましたが、 状況は変わらず、 食料の配給もありません。

でも、 中には食料を持って避難してきた人たちもいて、 彼らは自分たちだけで自分たちの

分を食べていました。 僕たちは一度家に帰ったとはいえ、棚から食料を持ち出す余裕もなく、

着の身着のままで逃げてきたので、 水も食料もありません、 横でカップラーメンを食べてい

る人がいても、 それをうらめしそうに見ているだけでし

た。 ただ、 水に関しては、 2日目にはみんなで分け合

うことになったので、 少しずつ飲めるようになりました。

3日目までは2階も3階も、教室はどこもぎゅうぎゅ

う詰めでした。 このとき、 大曲小学校には約8 7 0人

が避難していたようです。 大曲小の記録によれば、 1 

人につき食パン1/ 5枚、 飲料水はコップlセンチメ ー

トル、 毛布は2人に1枚が配布されたとあります。 避

難者の地区分けもはじまり、 誰が室長になり、 救援物資をどのように分配するか、 徐々に仕

組みが出来上がっていったのです。

「僕が見た大人たち」
避難所の生活のことは、 強く印象に残っています。 震災当時、 テレビやネットでは、 救援

物資が配られるとき、「被災地の人たちはきちんと整列して順番を待っていた」とか「平等

に仲良く分け合った」とか、 そういう美しい光景が映し出されていたようです。

でも、 僕の目に映ったのはそんな美しいものばかりではありませんでした。

大人たちがわー っと配給場所に群がり、 物資を取り合っていたことがありました。 子ども

に物資が回ってこないことだってありました。

生きるか死ぬかという状況になったとき、 人はどうしても自分優先になる。 そんな現実を、

子どもながらに目の当たりにしたのです。（以下、 省略）

避難所生活を送ることになったら、 あなたはどうしますか？
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この話を読んで、あなたはどんなことを感じたり、考えたりしましたか。






